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１．環境エンリッチメント推進事業 

●エンリッチメント大賞 

第 7 回エンリッチメント大賞の企画運営を実施した。実施経過は以下のとおり。 

・募集期間：2008 年 5 月 1 日～6 月 30 日 

・応募結果：応募総数 75 件 

・審査方法：下記 5 名の有識者による審査委員会を構成した。書面による一次審査を通過した受

賞候補に対して、事務局による現地調査を行ったうえで審査委員会を開催（9 月 27

日）して二次審査を行い、受賞者を決定した。審査結果は、10 月 26 日に公表した。

受賞者には受賞盾を授与した。 

・審査委員会：正田 陽一氏（東京大学名誉教授/東京動物園協会副会長） 

松沢 哲郎氏（京都大学霊長類研究所教授） 

ロニー・アレキサンダー氏（神戸大学国際協力研究科教授） 

川端 裕人氏（作家） 

村田 浩一 氏(日本大学生物資源科学部教授) 

・審査結果：【動物園賞】埼玉こども自然動物公園 

           【敢闘賞】鈴木哲哉さん（東山動物園、アフリカゾウ担当者） 

     延吉紀奉さん（到津の森公園、エリマキキツネザル担当者） 

・受賞者講演会：2008 年 11 月 15 日に多摩動物公園で開催された SAGA（アジア・アフリカに生き

る大型類人猿を支援する集い）11 にて、エンリッチメント大賞受賞者発表会と講

演会を実施した。 

 

●エンリッチメントの調査・協力 

・日立市かみね動物園への助言（落合知美） 

 

２．動物園等に関する調査研究事業 

●動物園関連情報の収集・公開、調査研究 

・動物園関係書籍、パンフ、会誌、論文等各種の資料を収集 

・web サイトで動物園や研究会情報等の提供した 

 

●動物園等に係る各種協力・助言 

1）（財）千葉市動物園協会評議会（千葉市） 

評議会に大橋民恵が評議員として参画した（2006 年 5 月～） 

2)京都市動物園再生計画への協力（京都市） 

京都市動物園の再生計画に落合知美が助言・協力をした。2009 年度も継続して協力予定。 

３）（社）日本動物園水族館協会への協力 

（社）日本動物園水族館協会が文部科学省から委託を受けて実施した「日本の博物館動向



にかかる総合調査研究」に係る研究委員会に永井和美が参加するとともに、永井和美、さ

とうあきら、綿貫宏史朗が報告書作成作業への協力をおこなった。 
 

●各種団体との連携 

１)SAGA（アジア・アフリカに生きる大型類人猿を支援する集い） 

・2008 年 11 月 15 日、16 日に多摩動物公園と東京大学で開催された SAGA11 にて、ブース展示

を行った。 

2）東山こどもガイド 

・2008 年 10 月 18 日、25 日、11 月 1 日、2 日に名古屋市東山動物園で開催された東山こどもガイ

ドに協力した。 

  

３．動物園等に関する普及啓発事業 

●ワークショッププログラムの開発・実施 

実施せず 

 

●セミナー・勉強会 

1)セミナー「現代日本人の動物観考察」   

・2008 年 12 月 10 日（水）に環境パートナーシップオフィス・エポ会議室で開催 

・講師：石田おさむさん（帝京科学大学生命環境学部アニマルサイエンス学科教授） 

2)サポーター発表会    

・2008 年 12 月 17 日（水）に環境パートナーシップオフィス・エポ会議室で開催。 

森 由民 (動物園ライター)「歯と小人～宮崎駿の『人間中心主義』～」 

牧 慎一郎 （前市民 ZOO 代表）「動物園の近代史試論」 

綿貫 宏史朗 （東京農工大学 農学部獣医学科３年）「活動報告：ワークショップ『理想の動物園を

作ろう！』の紹介」 

 

●情報発信 

1)ニューズレター 

ニューズレターを 2 回（第 24 号～25 号）発行した。 

・第 24 号発行（2008 年 7 月）（特集：遠藤秀紀さんに博物館としての動物園・水族館について聞く） 

・第 25 号発行（2008 年 12 月）（特集：エンリッチメント大賞 2008） 

2)メールニュース 

電子メール版を月 2 回（1 月からは月 1 回）、携帯メール版を随時配信した。 

配信数は 834 人。（2009 年 6 月 23 日現在） 

3)web サイト 

・随時更新し、情報提供を行った。 



●取材対応等 

動物園等に係る多数の取材に対応した。（年間 10 件程度） 

・朝日小学生新聞 

・HUGHUG 

・ソトコト 等 

 

４．人材育成事業 

動物園等に関心を有する学生等に対して、適宜情報提供等を行った。 

 


